
中国大陸における北方と南方の音声特徴の考察

劉 麓

1. 南北の文化区分について

従来､行政管理においては､中国は揚子江を境に､それ以南は南方地域とし､それ

以北は北方地域とされている｡しかし､文化､言語の特徴から見ると､南北をこのよ

うに単純に分けることはできないことが､この度の現地調査で分った｡文化の形成は､

気候に大いにかかわると言われる通 り､揚子江を挟んだ中間地域は､気候上も南北の

特徴が入れかわり､その文化､言語も､南北のどちらともつかないいわゆる中間地域

の独特な姿を形成 している｡

簡単な例だが､｢雁龍船｣(舟漕ぎの競争)は､元来､南方の水郷に特有の行事であ

る｡端午の節句に､川にちまきをなげ､太鼓をたたきながら舟漕ぎを競って､愛国詩

人とたたえてきた屈原を祭る行事である｡似かよった行事は､杭州にも行われている

ようだが､蘇州あたりへ行 くと､類似 した行事は行われていないという｡

果物ほど､気候に影響されるものはない｡芭蕉は､南方の多湿温暖の地方になじむ

果物だが､杭州にも芭蕉の木があるのにおどろいた｡よく開いてみると､木はあるが､

実はならないそうだ｡

このように､江南あたりは､気候的にも､習慣的にも､南北のどちらともつかず､

独自な系統をなしているのである｡

2. 中間地域における音声特徴

この度､江蘇省蘇州市の近郊にある常青郷､新江省杭州市の近郊にある長命郷と､

同断江省寧披市の近郊にある那県の三地点で言語調査を行った｡ 中国の方言分布から

言えば､これらの地点はいずれも呉方言に属する｡(調査地点図参照)中間地域の呉

方言には､北方語系の北京話にも､南方方言の広州話にもない音声特徴が観察された｡

(1) 両唇摩擦音 [◎]

呉方言において､｢花｣を､[◎〇:､Ⅹ〇〇:]という発音が観察された｡この両唇

摩擦音の [◎]は､北京話にも､広州話にも観察されない｡これに対応する音と

して､北京話では [Ⅹ]を用い､広州話は [H を用いる傾向がある｡
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調査地点図

(北京) (蘇州) (杭州

) (寧波) (広州)<花> Ⅹua【 Ⅹ〇: 如:､xO〇 Ⅹつ:

fa:<浮ぶ> phiau(漢) than wu:(浮) ◎u(浮) fau(浮

)(2) グロッタル ･ス トップ [?]呉方言において､グロッタル ･ス トップか観

察された｡ 例えば､｢暗い｣は､北京話では [hei]と発音するが､蘇州話では

[2e:]と発音 され､杭州話では [xEH､そして寧波話では [2∂:】と発音 される｡このように､呉音系において､グロッタル ･



(北京)

<暗い> hei(黒)

<S> ticee:

<葉> je:r

<大麦> t2a:mai

<刺す> tSZa:(礼)

(蘇州) (杭州)

2e: XEZ

se:～ Jiei

Je:tS2'1' je2

t2ama2 t2〇uma2

tshっ2(戟) tsウ32(戟)

(寧披) (広州)

ia: Ⅹak

s32 Jyt

je:p?e jip

t2aima? t2aimak

t;h32(戟) k2at(括)

さらに､呉方言では､t232】､[2a2]､[2wa2]のように､グロッタル ･ス トップが

語頭､語尾に来る｡北京話にも､広州話にもこのような音声現象は考察されない｡

(北京) (蘇州) (杭州) (寧披) (広州)

<押す> an(按) 232 2a2 thai gat(症)

<掘る> wa:(揺) ts232 2wa2 2wa wat

3. 南方方言としての特徴

呉方言は､中間地域にあたるがゆえに､それ独自の特徴をなしているとは言え､い

くらか南方方言の特徴をもそなえている｡

(1)子音が独立 した音節となる

広州話では､[ql](～しない)､【gk23](五つ)などのような､子音 [m]や [9]

が独立 した音節をなす音声現象が観察される｡しかし､北京話にはない｡呉方言では､

lql]､[g]に加えて､[中]も用いられるo

(北京) (蘇州) (杭州) (寧波) (広州)

<五つ> wu:kia(五十)g:kIa wuts2a(五只)9:ka g:k2〇､(五個);

rp:tsek(五隻)

<魚> jy: 甲: 甲:

<あなた> ♪i:(体) ne: D:

<里芋> jy:th3u(芋共) jwuna: D:na

<ない> mei(没) 叩:p2aI p:t?e2

<母> ma:(拘) pa: rp:ma
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nau nei

叩 a: Wuthau

ma2 m〇u(有)

叩ma;am ama:



(2) [k】子音の円唇化

広州話において､子音 [k]を円唇化 した [旨]子音が観察される｡例えば､[52｡9]

(光)､[きh〇n](スカー ト)などがある｡この現象は呉方言にもある｡ しかし､北京

話においては､それぞれ 【k2uag]､[tJhyn]のように発音するO

(北京) (蘇州) (杭州) (寧波) (広州)

<骨> kZh.h〇u(骨鋸 kZut2ei k2at23: 炉at2ai 52̂t(骨)

く滑っこい>xua:liu(滑溜)wa:(滑) 52aD Wa2(滑) wat(滑)

<切れる>khuai(快) kha(快) kha(快) 15--a(快) fai(快);

lei(刺)

<広い> khuan(寛) khakk2a kh〇k kha( ) fut(潤)

<寝ている>旨ueit823(睡着) khugts2a 汰-■antZek khunk2a fentJ2cek(醐着)

(3) 入声音 トpH ･t]トk]

広州話は､[･p】トり トk]の入声音が音節末にくることが有名で､これは南方方言

の-特徴とされている｡ 北方の北京話にはこの人声音が観察されないが､中間地域の

呉方言には､この人声音が数多 く観察される｡例えば､北京話で [tJ2jau](角)と

発音する音節は､広州話も､呉方言も [k2〇k]となる｡また､北京話で [1y:](緑)

と発音する音節は､広州話 も､呉方言も [1っk]と発音する｡ また､広州話では [sap

tsiek](十)､[tJĥ tts?ek](七つ)と発音するのに対 して､呉方言ではそれぞれ[setts2̂]､

[tJ2itts2̂]などと発音するo ほかにも入声が くる語例が呉方言では数多 く観察され

た｡

(北京) (蘇州)

<七つ> tJhi:k23(七千) tth･l･k?a

<角> tJ2jau k?っk

<緑> ly: 1〇k

<滞れる>si't2∂(握的) sa:(過)

<一つ> ji:k2a(一千)ikk2a

(杭州) (寧披) (広州)

tJ?itts2̂ tJhik2∂ tJĥtts?ek(七隻)

k23k k2〇k k2〇k

l〇k l〇: l〇k

sek(堤) Jek(堤) sAp(過)

itts2̂(-只)jik2a(一十) ĵtts2ek(一隻)

(4) 鼻音 [9]が語頭に立つ

広州話 と呉方言では語頭に立つ鼻音の [9]がある.広州話の [pan](目)に対応
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して､呉方言では [9e:]と発音し､広州話の [ga:](歯)に対応 して､呉方言では [ga:】

か [9〇]で発音する｡ただし､北京話では､このような [g]ーがなく､それぞれ [jen]､

lja:]と発音する｡ほかに､広州話では [93:】(私)､[9ap](鴫)､[gam](ただしい)

など､呉方言では､[9u:'](岸)､【9a](月)など､語東にたつ鼻音 [9】が数多 く観

察されたが､北京話にはこれがない｡

(北京) (蘇州) (杭州) (寧波) .(広州)

<目> jientJ2ig(眼暗)9e:tJ2iD ge:tJ2i9 9e:tJ2i9 9antJ2e9

<歯> ja:'(牙) 9a:tSZi(牙歯)ga:ts2i(牙歯)gDtS2'1'(牙歯) 9a:(牙)

<噛む> jau(咲) 93: 95: 93: 9au

<海岸> haian(海岸)Ⅹe:gu:(海岸)Xe:p2i(海辺)hege(海岸) x〇ig〇n(海岸)

<月> jce ga j〇: ja jyt

以上の(1･ト(4)の特徴を見て分るように､呉方言は､中間地域にありながら､南方方

言の特徴も観察される｡

4.南北に見る書の対応関係

中国の南方と北方では､対応する音の特徴がある｡それゆえに､南方出身の人が北

方語 (普通話)を使うのにたいへん骨が折れ､北方出身の人が南方に来ると､まるで

外国へ来たと言ってよいほどである｡南北語の音対立による誤解の一例をあげると､

次のようである｡

広州話においては､｢二｣を [ji日 くl'と発音するが､北京語では､｢-｣ のことを

[ii｢]く2〉と発音する｡そこで､道を聞く北方の人に､広州の人は熱心に ｢二番のバ

スに乗 りなさい｣と教えてあげるつもりで､[jiトlouH と言うのを､北方の人は､

それをどうしても ｢一番｣にしか聞こえない｡結局､一番のバスに来ってたいへん苦

労をしたという｡

また､南方方言においては､巻舌音がないので､普通話の ｢十｣ [芦i'VL]く3'と ｢四｣

ls･l･r]く4〉の区別ができず､よく誤解を起こしたという例も枚挙にいとまがない｡そ

れゆえ､中国では ｢天不伯､地不伯､敢伯南方人講普通話｣(世の中にどんなにおそ

ろしいことがあっても､南方の人が普通話を話すことほどおそろしいことはない)と

言われるほど､南北語の発音の違いによる誤解が目立つのである｡このような誤解を

少 しでも減らすため､本論では､中国の南北方言に観察される子音の対応､および中

間地域にある呉方言の子音との対応を比較､分析してケる.
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なお､母音の対応もかなり観察されるが､本論では除く｡

(1) 巻舌音と非巻舌音との対応

巻舌音は北方語のみに観察される音声特徴で､呉方言や､広州話に観察されず､か

わりに､歯茎音が硬口蓋音を用いる傾向がある｡例えば､｢種｣のことを､北京話で

は [t8239tS2a]と発音するのに対応 して､呉方言では [t∫?〇gtS2'l']と発音 し､広州

話では 【tJ239tS2i]と発音する.そのほか､北京話の子音 [t･8]に対応 して､南方

方言では [tsフ]を用いる語例が数多く観察された.

(北京) (蘇州) (杭州)

<種> t等239tS23(神子)tJ?っ9tS2'l' tJ2っgtSi'l'

<豚> t旨2u:(猪) tJ2u: ts2'l'

<妹> t芦27t夢2u(蜘妹)ts2its2u ts2ats2'l'

(寧披) (広州)

tJi〇9tS2'l' tJ23DtS2i

ts21･ ts2y

ts2'l'ts2i ts2its2y

北京話の [tSh]に対応 して､呉方言と広州話では [tJh]か [tsh]あるいは [S]

で発音される傾向がある. 例えば､北京話の [tshuan](舟)を､呉方言では [sa:]

か [swu:]と発音 し､広州話では [syn]と発音する. 北京話の [t.tuei](吹 く)の

子音に対応 して､呉方言も､広州話も [t旨.h]を用いる.

(北京) (蘇州) (杭州)

<舟> tShuan(船) sa: sa:

<吹 く> t旨huei(吹) tshu: tshe:

<重い> t旨han(FJL) S｡9(塞) ts239(塞)

<潮> tShausuei(潮水) sa:sui ts2ausei

(寧波) (広州)

swu: syn

tsh･i tshci

tl?｡9(重) tJh〇g(塞)

tJ23:S･11 tJhiusci

また､北京話の子音 [旨]に対応して､呉方言と広州話では [S]か [J]を用いるo

例えば北京話の [亭an](山)[Suei](水)[8･1･](石)[芦a](砂)などの子音に対

応 して､呉方言も広州話も [S]を用いる｡

(北京) (蘇州) (杭州) (寧披) (広州)

<山> さan Se: SE: Se:

<水> さuei su s'l': S'l'
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<石> さith〇(石共)sat?ai sat2∂: sat2ai sekthau

<砂> SatS2a(砂子) Sつ.･(砂) S叩 i:(砂泥)S叩i:(砂泥) sa(砂)

<十> さTk2a(十十) sak2a(十十)setts2̂(十只)Ŝk2a(十十) sapts2ek(十隻)

<数える>さu:(敬) S〇u2 sau su: sou

<乳> STts2a(武子) sa2(臥) satsi!(武子)sa2(乳) sat(乳)

そのほか､北京話の子音 【8]に対応して､呉方言や広州話では 【S]か [J]を用

いる音節 も観察された｡例えば､北京話の [Su:](木)の子音に対応 して､呉方言

では [S]を用いるが､広州話では [J】を用いる.また､北京話の [sou](辛)の

子音に対応 して､呉方言では 【S]と [J]の両方が観察されるが､広州話では [S]

だけ現れる｡

(北京) (蘇州)

<木> Su:(樹) sIU:

<上> Sag Sag

<手> さOu Sui:

<少い> 芦au(少) se:(少)

<濡れる> S'l't2a(湿的)sa:(湿)

<舌> 芦.La:thou(舌共)sat2ei(舌共)

<蛇> 8.a: S〇:

(杭州) (寧波) (広州)

sT si Jy

Ŝ9 J〇: Jeg

sa: Ju: sau

sa2(少) tJhwa(級) sju:(少)

sek(湿) Jek(堤) sap(堤)

set?a:(舌共)Jiet?ai sit(舌);lei(刑)

S〇: d33: Se:

北京話の子音 [弓]の一部の音節に対応して､呉方言では [♪]を､広州話では [j]

を用いる傾向がある｡

(北京)

<^> M n

<肉> 号Ou

<暑い> そ∂:

▼▲

.川

.n

e▼▲●

∩
.

n
I.

n
.

1日‖rhu
iifiZ

杭rHtJHU

.川

北

.肥

n
J

n
J

nJ

ー
hu

披悼

.m

Te

･
J

nr

fi一
nJ

ー
nu

■1m訓Hu
は

抑

止

i-

●1lJ

●lJ
.ー

このように､北京話における巻舌子音のいずれも､呉方言､広州話においても非巻

舌音で表われる｡巻舌音は中国北方語の一大特徴とされており､これをもたない中間

地域にあたる呉方言は､南方方言に近いと言える｡
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(2) [jH p]の対応

北京話の子音 [j]の一部の音節に対応 して､呉方言も､広州話も 【9】を用いる傾

向がある｡

(北京) (蘇州) (杭州) (寧波) (広州)

<日> jentIIiD(眼晴)9e:tJ2ig ge:tJ?i9 9e:tJ2ig gantS2eg

<歯> ja:(牙) ga:tS叫牙歯)9a:tS27(牙歯)gDtS2･l･(牙歯)･ ga:(牙)

<噛む> jau(咲) 9a: 95: 93: gau

(3) [W】[m]の対応

北京話の子音 [W]の一部の音節に対応 して､呉方言と広州話では [m]を用いる

傾向が観察された｡中には北京話の [wan](蚊)の [W]に対応 して､呉方言 も広

州話も [m]を用いることと､北京話の 【wei](尾)の [W]に対応 して､呉方言で

は 【j]､[♪]､[m]を用い､広州話では [m]を用いるような語例 も観察された｡

(北京) (蘇州) (杭州) (寧波) (広州)

<蚊> wantsia(政子)m∂nts2i(蚊子)ments2i'(牧子) wagtJh〇g(蚊虫)man(蚊)

<喚ぐ> wan(聞) man(聞) mag(聞) J〇9 man(闘)

<尾> weip?a(尾巴) 3ji:p〇:2 mip23 pip23 meip?a

(4) その他の子音の対応

北京話と呉方言や広州話との子音の対応は､ほかにもいくつか観察された｡例えば､

北京話の [Xuag](黄)の子音に対応 して､呉方言も､広州話も [W]を用いる.また､

北京話の 【Xu:t?ie](煤)の子音に対応 して､蘇州話では同じく [Ⅹ]を用いるが､杭

州話､寧波話､広州話では [W]を用いる｡そのほか､北京話の [Xuar](花)の子

音に対応 して､蘇州話､寧波話では北京話と同じく[Ⅹ]を用いるが､杭州話では [◎】

を用い､広州話では [Hを用いる｡ このように､北京話の [Ⅹ]子音に対応 して､南

方方言の広州話では [W]か [日を用いるが､その中間地域にあたる呉方言では､

北方語と同じく [Ⅹ】を用いるか､あるいは南方方言に近い [Ⅹ0]を用いるか､さら

に南北ともつかず､その中間で [◎]を用いる｡

(北京) (蘇州) (杭州) (寧波) (広州)

<黄> Xua9(黄) wa99e･･Sa?(黄顔色)wagse?(黄色)W〇:(黄) Wっgsik(黄色)
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<蝶> xu:t2ie(瑚集) Ⅹ〇ut2e: wutie: wut2ie wut2ip

<花> Xuar x〇: ◎〇: Ⅹ〇: fa:

<灰> Xuel XOe: Ⅹei x w ai fui

5. 重要な南北の接触地帯

中国は広 くて人口も多 く､多民族国家である｡少数民族はそれぞれ独自の言語を有

するのはもとより､同じ漢民族の間でも､地方によってさまざまな方言を有 している｡

生活環境､自然条件はそこの住民の生活習慣の形成に大いに影響 し､住民たちのそれ

なりの文化､風俗､言語をも育てたであろう｡今日､文化､情報の交流が世界的に頻

繁になりつつある中で､国内での交流はもっとも基本となっている｡各方言の特徴､

およびそれらの対応関係を究明することは､国の文化､歴史の追跡にはもとより､毎

日のコミュニケーションのためにも重大な意義を持っている｡

本論は中国大陸における南北両語の音声特徴の比較研究の一つの試みにすぎない｡

この分析から､中国の文化は､簡単に南北に分けることができないことが分った｡ 南

北の間に中間地帯があり､そこには南北の特徴をも兼備 しながら､中間地帯 としての

独自な特徴をも形成 している｡ このことは､音声の面だけでなく､語嚢体系､民俗風

習などの面においてもあてはまる｡ 要するに､この中間地帯は､中国の文化､歴史が

重層をなしているところで､より奥深いものがある｡これからもより多 くの研究者の

日を引 くだろう｡

注 :く1)く2):[日 は広州話の第六声にあたるしるLで､[｢]は普通語の第一声の

しるし｡

く3)く4):【｢]は普通語の第二声のしるし､[日 はその第四声のしるし｡

[付記]

本稿は指導教授中本正智先生からいろいろとご教示を賜 り､心から御礼を申し上げ

る｡
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